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個の考えを生か した量 と測定の指導

)lT- ドrJ LE .t'/;

総社Trl'立It!li利小学校

これか らの学校数IILfにおいて求め られている自ら学ぶ意欲やi=.体的な学貨.)態JEを

育てるためには.体験的な学)ど.)や間地脈淡的な学智をifl一視 しな くてはならないい.沫

舶解決の場において解決L/ju-(･を考える際に,教師側か ら一方(rJにその方法 を与える

のではな く,児~･.i'L1.1がEl分の これまでの学習や体験をノ占に諾架BB解決の方法を見つけu'.

して行 く‖そ :)した痛動を,T.:祝することが兄 ItEの山L教IffJJを伸ばすことにつなが

ると考える｡6咋の ｢カニ休の休航 と表面榔｣の単元の中で錐体の休航の求め方 につ

いては,Tl桐等lr(Jに媒めることが難 しく,今岡な底恥で同 じ高 さのtt体 と比較 し,そ

れを'):敏を通 してj･,-J納rrtJに朋べることになるし､各 自で実畝/I法を増 え,価かめてい

く場ILlHこ1.r:-;点を当ててIMり丸1んでみた｡

1 Irl.ノ亡名 立体の体横 と-kLbi梢

2 ill_ノこの目七宍

(L))占本的なItl体 について必hfjl'f･体も一fの

概念のJU.Mi.を深めるo

(2)i(-)槌,円柱,角純,トL｣緋の底血机 ･AJrj

t伝もJtの意 味を月･).解-するとともに,それ ら

の立体の表面jlltをik'める手段をuJJらかに

し,戎Id柵を求めることかできるO

(3)角柱,円柱の休11-tの求め方を畢臣解 し,

公式の形にまとめる. また.実測や実験

を通 して角錐や円錐の体柿の求め方をFJ-I.

離 し,公式の形 にまとめる｡

3 措辞にあたって

｢甘体｣の単元 を学習する時に,予めこ

の単元で必要 な立体を作 らせてお く｡

角錐や円錐 の体積は,単に角柱 や円柱の

休耕か ら求めることは困難である｡そこで

yLL茄が白'JjLで作 った立体を川 いて実験 ･'J:

測することにより,等底,等 IT'iJ'のPJ杜やPj

杜の体jl'tの 1/3が1EL雛,トr]純の体桃 にな
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ることを主導かせたい【,竹 に尖駿方法 につい

ては,これまでの学習や体験 をできるだけ

～.i;･川 し, 自'JHJ:りの方法を考 え させたい.

そ して,公式 まで描 くなど,y上前が三上体的

にl映り組む学習tE;･動を通 して,児韮一人一

人にできた喜びを持 たせたい｡ それが.LILL

I;左の今後の学'&)に取 り,iuむ意欲にもつなが

るものと考え る｡ また,思考や拙作を･lif糾

し,計fT_の負担を省 くために''に卓を徳川 さ

せ ることに した｡

4 指輔計画 (12時間扱 い)

(1)底面桃 の意味 と四角柱 の体j17の求め/i

を知 る｡

(2)三角柱の体棚 の求め方 を知 るo

(3)多角仕の体j門の求 め方を知 るn

(4)円柱の体qrの求めTJ'を知 る｡

(5)四角錐の体横 の求め方 を知 る｡(本帖)

(6)円錐の体椛 の求 め方 を知 るO

(7)休41-i･の公式をjT]いてrLrJ越 を解 くn

(8)IT】仕の式前桁･底qlijJlf･側仰机の芯L妹と

表面もての〉掠め方を/jHる｡



(9)rlJ杜の表血jJ'iの諌 め方を知 る｡

(10)凶角錐 の表面jfTt'[の求 め方を知 るo

(Ll)日経 の表面損 の求め方を知 る(I

(12)別は.)

5 指導の'尖際

(l)本時のね らい

凹1LI経 と凹角牡 の体析比べをidして凹

1EJ紬の休qrは凶角柱 の休jJltの 1/3にな

ることに気づ き,凹PJ継 の体桃 を求め る

ことがで きる｡

(2)展開

(I営)脳を とらえ る)

'l､ これまでにいろいろな_llL二体の体机を)Lt

めてきま したねO今 l_lは この_立体の体jIlE

をjkめたいと思 いますO

これは何 とい う立体ですかH

r 凶角す いの休耕 を求bjI LT㌻ 言二 l

T す ぐに)にめ られそ うですか｡

T とうしてす ぐに,求め られないのかなo

Ll ltliほ では杜体 だ ったけれど,側面がな

なめになっているか ら I o

C ^Lrとよ く似 ていて,今 までの_rL休 は

底面析 ×高 さで求 め られていたけれど,

凹PJすいは仙り面がななめになっているか

ら,す ぐに求 め られないと思 います.､と

うですか｡

し 同 じですO

′1､ 何 とか休柵 を求 める方法 はないだろ う

か .̀

(沈黙)

′r それでは,今 までに作 ったT'T休 で使 え

そうfi:i)のはないかなO捜 してこらんO

(立体 を捜 している)

′r 何かあ りま したか‖

C P_u/rJ桂がV_qlrJすいに似 ていると,liJtいま

す1.

'1､ とこが似ていますか.,

C 底 l(Jiが川 じ人 ささのilIA_ノjJrZです"
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C 幽PJすいも凹111仕 も側 血がU_1つあ ると

ころが似 ていますn

C 芯 さが等 しいです‖

'l' それでは, このIJiMTJ杜を使 って何 とか

四Jlqすいの体蛸が求 め られないだろ うか

C 秒 とか水 とか仕 って.休梢比べを して

みた ら分か ると,ELl.いますn

'r そうだね(,仙 かを入れてか さで比 へて

み るといいね｡今 l｣は,体〃りヒベを して

V_ulTJす いの体もてを,求めてみたいと,lLl.いま

すo

凹lqすいのか さはIlLllll杵の とれ くらい

になっていると,fLLl,いますか‖

凹11-1すいの体i;tはtJ_qft川 .のHliでである

か調べよ う.,

3分の 2ぐらいだとJLLI.います ,̀

C 横か ら見 ると二1(J形 だか らI半分の 2'JJL

Lぐらいだ と,lil.います｡

′r 3'jlの2ぐらいだと,払う人.,

(6人弾戸)

1' 2/Jlの Lぐらいたと,ELLltう人"

(28人挙 手)

11 それではワ-クシー トを触 りますか ら

凹lllすいとV_lll1什 の休jjrtを比 べ るノJ'法 を

･f;-えま しょうい

く解決の方法を 考える)

T 考 えた方法 を発衣 して~卜さい ,

C 凶角 すいを凹角fl･-.に してみた らいいと

)LLl.いますい

C ノkを入 れて メスソリングーで''l'Iれはい

と′I山います‖

C J正初.出ITJすいと叫JlJtHこ水 を入れて

メス リングーに移 し,二I'l/Jlか 3/JJLの 2か



調べた らいいと.Fir.いますO
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c lJ_ullJすいに入れた砂 を州lrl什 に移 して

だいたいとの くらいになるか価かめた ら

いいと)LLl､います｡

C い=二ような考 えfd:んだけど,lJ_qTlけ い

に砂 を入れて 1回だけでfeL'くどqIlJ杜 にい

っぱいになるまでイHJ杯 も入れた らいいと

′l且います‖

C 私はJJ･初出角柱 と四角すいに何か入れ

はか りで tl'L:'て調べた らいいと)出います

三 三 _

C 水槽 に水をい っぱい入れて,あふれた

'JJLが四角すいの体桝 だか ら.凹角柾 もIJiJ

じように して比 へた らいいと′lillいます‖

c I)AfLl柱 に凶角 すいを入れて,余 ったと

ころに砂 を.浩め,そのか さと,凹Plす い

に入 る砂 の休耕 を比べた らいいと一ril.いま

す.,余 ったところと凹/lJすいのrI･の体机

がlrりじなら2分の lですい

二≡二

'l' それでは,I'F'JjLのや りたいと..il.うノJ宜

にネームプ レー トをは りま しょう=

(JTL.lI仮 にネームプ レー トをはる)

T Lつの方法 で調へ られた人 は,他の方

法で も調 べてみま しょう=紀火を,,TLllF,jL

fよが ら某験 を していきま しょう.,

(布L't尖験 して肺かめる)

(ノk.砂,米. ど- ビー･;･'r;fJ:どを仙 って

操作 し.純かめて いる)

'｢ それでは,調 べた紺 恥を允よ して 卜さ

い`

C 凹lIJ帖の小にとり/qすいを入れて.余 っ

たところに砂 を入れて,砂 の入 ったとこ

ろの作jJJtをみ るとHll州三の 3'JTの 2で し

た.,だか ら,出IlJすいの体もては 3'Jlの l

です‖

C V_qllJすいに紗を入れて移 してい くと,

3杯 で凶角仕 がい っぱいにな ったので,

3分の Jと分か りま した‖

C メス シリンダーに.凹IlJすいのノJに入

れた水 を 3杯入れた ら, その休も'iとV_ql(∫

i上に入れたノkの体桃 とr'l-｣じた ったので,

V_qlLJすいの体節 は凹lJJlj三の 3'Jlの ｣です

C こぼれたノkの体も'tをはか りで 'Tl(ってみ

ると600gで, まだ途 中まで しかで き

ていません0

1' まだ途 中の ところもあ りま したが,ど

の方法 で確かめて も約3分 の 1になった

ようですねハ

'l' それでは,みん なが湘 へたU_ullJすいと

述 う形の出1LJすいで も調べてみ ま しょう

(教伸が1三助 して nL,せ る)

C や っぱ り3'JJLの しだい

'1､ もうーっ見て くだ さいO凹1Ll朴 か らH

IlJすいがでて きたよ= 二つでて きたより

三つでて きたねり-一つのIJ_qllj什か ら二つ

のuiuLjすいがで きたねO とい うことは,

やっぱ り州ITJすいはJJLlllJ什 の体も̀fの 3分
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の 1たね｡

C それでは今 日の学習のまとめを しま し

よつり

くまとめをす る)

C 凹1lJすいの1本i;tは,凹II州=.-:3で派め

られることが分 か りま した目

し ヒHflJすいの休航 は,l■11日二底ir(ijllf,川 じ

I.:.I)さのV_qllJ杜の 3分の lになりました.,

T V_qllj杜 の体棚 はとうや って求 めました

か｡

C 底面析×高 さで求 めま した.I

'l そうだねo これを化 うとMllJすいの体

117を求め る公式 はどう鼓 せ るで しょうか

し 凹IlJす いの休耕は,底何桁×'lT':)'さ→-3

で求め られると,t⊥しいます‖ どうですか.I

′l' それでは. この公式を使 って このtJjllLJ

すいの体机を求 めましょう｡

( 以下略 )

6 反省 と課題

()子tlE運 は, 自分 の考 えた方法 で芙崩 し

GlEかめ られたので, 自分 の予息Lとは追 っ

ていたが,充実感 を もっていた｡

()追放方法を考 え,発哀 し今 い,それか

ら芙験 を して調べ るとなると1111位時FL日

ではとて も無理 であるt,il.liやほのlAl係か ら

いっても21i'L_イ山けIIJLIJ扱 いにするべ きであ

ろ う‖

()児 .-rt'一人一人 にrJi験方法を考え させ,

実験 させ る場合,考えた方法が うま くい

かないこともあるので,教仰がよ り良 い

-/Jlt'')にII''Jtナる手だてを考 えてお くことも

必･'Aiであ るO

()今Ld実験 で使用 した凹IlJすい,凶ltj柾

は I_1-(.体｣の学'tt;.Jの帖に作恕 した もので
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あるが.工作川紙 で作 ったために. その

まま水 を入れ ると漏れた り,砂 を入 れる

とその_･_r(みて仙影らみ,体もrE以 上に秒 が

入 った りして誤差が多 くな って しまうn

紙のJHや何 を仙 って比較す るかにつ いて

も研先を続 けたいo また,,汀ミ差 の拙 いに

つ いて も配J.&する必 史があるだろ う=
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